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鹿児島南高等学校

台風・大雨等により交通機関が止まっている時の対応について

１ 運転見合わせでＪＲ等が止まっている場合は，復旧するまで駅で待機するか，時間が

かかりそうだと判断できる場合は，自宅に帰り待機。交通機関が復旧次第登校する。

２ 登校するのが危険だと予想される場合は，状況を見ながら自宅待機するか登校するか

を判断する。安全が確認され次第登校すること。

３ ＪＲなどの交通機関が止まっている場合は，電話での学校への連絡・問い合わせはし

なくてよい。交通情報は学校にも入っているので，ＪＲ通学者等が登校できないことは

把握できる。

４ ＪＲは止まっているが，市電やバスで登校できる場合は，市電やバスの交通手段で登

校する。日頃から，発車時刻の確認をして，ＪＲが不通の時の対応策を考えておくこと。

５ 台風などのあらかじめ交通機関が止まることが予想される時以外，休校などの学校か

らの連絡はない。（休校の場合は，クラスの緊急連絡網で連絡があるか，鹿南ブログに

も休校であることを掲載する。）

学校からの連絡がなく交通機関が止まった場合は，生徒本人や保護者が判断しなけれ

ばならないことになる。無理して登校したが，帰りの便がないことや，保護者が学校に

送ってくれたが帰る手段がないことなどがあるので，よく考えて判断すること。

６ 交通機関での遅刻・欠席は，出席停止扱いになる。遅刻者は，通常遅刻届けを出さな

くてはならないが，出さなくてもよいときは，学校側から連絡する。

７ 明日の天候が悪くなりそうだと予想される場合は，天気予報で確認しておき，いつも

の便より早い便に乗って登校すること。また，途中ＪＲが不通になっても，バスや市電

に乗れるよう交通費の準備をして登校すること。

８ 緊急連絡網を再度確認し，連絡先の変更がある場合には担任に届け出ること。

また，休校等の連絡で緊急連絡網により連絡を回す場合，次の人に連絡がつかないと

きは，その人を後回しにして，その次の人に連絡し，あとでその人に再度連絡すること。

９ 台風による被害を受けた場合は，台風通過後に登校したときに速やかに担任に申し出

ること。なお，通学路付近で危険な箇所を確認した場合も申し出ること。

10 台風の接近時は，河川・港・海岸等には絶対に近寄らないこと。


